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９月の中旬に、私は京都旅行に行って来ました。京都の中でも、まだ訪

れた事が無かった蓮華王院三十三間堂を拝観して来ました。千一体もの仏
れ ん げ おういんさんじゅうさんげんどう

像は圧巻であり、静けさの中に佇む仏像は日本の文化を感じさせてくれま

した。参拝中、所狭しと並ぶ千体もの仏像とその床を、どのように掃除し

ているのかということが気になり調べてみました。

千体の観音像は、１０段のひな段状に並んでいますが、陽のささない１

０段目まで毎日入るのは大変なので、千体観音像の前に並ぶ観音二十八部

衆に風神・雷神を加えた３０体と、ひな壇の１～２段の足元に関しては、毎日掃除をしているそう

です。ちなみに、年に２度はひな段の奥まで入り、ホコリを落として

いるそうです。掃除方法は木造の為、濡れた雑巾を使うわけにはいき

ません。乾いた布で汚れを払い、仏像は着色の剥落などが激しいので、

筆などでさするように軽く払っているそうです。《この掃除方法の理

由は「お体を直接触ることはできないから」とおっしゃっていました。》

１年に約１５体ずつ、京都の「美術院国宝修理所」というところで、

修理保存・維持管理をされ、綺麗な状態に戻されるのだそうです。

また、５０年ほどの周期で千体の修理が一巡りし、また古くなった

ものを修理しているそうです。約５０年に１度、綺麗に生まれ変わる仏像。三十三間堂の長い歴史
さんじゅうさんげんどう

の中で、ゆっくりと静かに、その美しさが守られていました。

介護福祉士 宮崎 大輔

皆様、いかがお過ごしでしょうか？今回は「アニマル・セラピー」についてお話したいと思いま

す。

「アニマル・セラピー」とは、動物のもつ「癒し」の力を利用した動物介在療法です。

効果は次のようになっています。

社会性の改善
動物による話題提供、会話の促進「社会的潤滑油的効果」

精神的作用
動物は人々に対して自尊心、責任感、必要とされている気持ち、自立心や安堵感、笑いや楽しみを

もたらし、ストレスや孤独感を癒すというストレスの緩衝作用。

生理的・身体機能的作用
人が動物に対しての働きかけをしようとする意欲から、日常の運動や動作が多くなり、動物に対す

る話しかけにより発語が増える。《効果等については個人差があります。》

現在アニマルセラピーは、子ども達の精神的成長、高齢者などはペットを飼う事

で孤独感への癒し効果、また終末期医療等にも用いられるそうです。

このように生命観を育てることで活動が高まったり、笑顔が増えるなどの効果が

あり、動物の癒しを利用した治療として、古くから慢性疾患のみならず急性疾患に

対しても積極的に取り入れられています。また、直接動物と触れ合うだけではなく、

ポスターや写真を見るだけでもヒーリング効果が得られるそうです。

動物はペットとして飼うという目的以外にも、さまざまな所で人間に対し馴染み深く、関わりが

多いのです。 介護福祉士 外山 久美子
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初めまして。今回記事を担当させていただきま

す理学療法士の矢島と申します。

突然ですが、ご愛読の皆様は、休日はどのよう

に過ごされていますか？私は家に居るよりも外へ行くのが好きなので、

必ずといっていいほど外出します。その行き先や交通手段は様々です

が、今年の夏は初めてバスツアーを利用し向日葵を見に行ってきまし

た。少しその時のお話をさせていただきます。

ツアーには両親と私の三人で参加したため、私は知らない女性の方

と相席になりました。偶然相席になったその方は84歳の女性で、お一

人でバスツアーに参加されていました。道中会話が無いのは寂しいの

で色々とお話していると、その方は「私は足が悪くて歩くのが遅いの

よ、でも自宅でボーっとしているよりも外に出たいの」と、よくお一

人でバスツアーに参加されるとおっしゃっていました。

私は「８４歳という年齢で歩くのも大変とおっしゃっているのに、

お一人でバスツアーに参加されるなんて不安はないのだろうか…凄い

な～」と感じました。

年齢や障害にとらわれず外出されるということは、とても勇気がい

る行動だと思います。きっと外出をすることで、自分に合った楽しみ

を見つけて、日々の生活を楽しんでいるのだと感じました。それが、

日々を元気に過ごす秘訣なのかも知れませんね。

その女性は、歩くのが遅い為、全ての観光地を見ることは出来ませんでしたが、自分の興味があ

るところをピックアップし、マイペースに楽しまれているのがとても印象的でした。

この方のように楽しみの場を自ら見つける事で、

行動範囲が広がり目標や生きがいに繋がるというこ

ともあります。何を行なうにも、初めから「ダメだ

…無理だ…」と決め付けてしまうと、なかなか行動

に移すのが難しくなってきますね。

最近は、道路や公園なども、どのような方でも利

用しやすいように環境整備が進んでいます。

また、そういった方々の為に一部の企業が、障害

に合わせ企画したツアーなどもあるようです。

この機会に外出の時間を増やしてみてはいかがで

しょうか？自分に合う楽しみがきっと見つかると思

いますよ。

今回の新聞では「目標や楽しみを見つけて、日々の生活の場を広げていただくきっかけになった

らいいな」と思い、自分の体験を記事にさせていただきました。

これまでの『リハビリ室より』の記事とは少し違っ

た趣旨の内容になりましたが、リハビリにおいて

「目標をもつ」という事はとても大切なことです。

例えば「自宅に帰って生活したい，家族と旅行に行

きたい，孫や子供に手料理を作ってあげたい，仕事

がしたい等」リハビリスタッフ一同、皆様の目標へ

の手助けが出来ればと思い、リハビリを行なってい

ます。

今後とも宜しくお願いします。

理学療法士 矢島 麻美






